
（上・左）西東京市いこいの森公園内
の「ハンカチの木」

（右上）ハンカチの木の花の付いた帽
子を被る西東京市マスコット
キャラクター「いこいーな」

©シンエイ／西東京市

平成28年

第1回
定例会

２面3面4面5面6面7面8面9面10面
紙
面
の
紹
介
（
も
く
じ
）

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

代
表
質
問
の
要
旨

・
自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
保
谷
　
な
お
み
　
議
員

代
表
質
問
の
要
旨

（
２
面
に
引
き
続
き
）

議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
①

　
採
択
さ
れ
た
陳
情
へ
の
市
の
対
応

代
表
質
問
の
要
旨

・
西
東
京
市
議
会
公
明
党

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
佐
藤　
公
男　
議
員

・
日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
保
谷　
清
子　
議
員

代
表
質
問
の
要
旨

（
４
面
に
引
き
続
き
）

・
統
一
会
派
み
ら
い

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
山
崎　
英
昭　
議
員

議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
②

　
議
会
傍
聴
へ
の
手
話
通
訳
者
の
派
遣

代
表
質
問
の
要
旨

・
民
主
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
坂
井　
か
ず
ひ
こ　
議
員

・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　
　
代
表
質
問
者

　
　
　
後
藤　
ゆ
う
子　
議
員

用
語
の
解
説

議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
③

　
平
成
27
年
度
視
察
受
け
入
れ
状
況

一
般
質
問
の
要
旨

　
森　
　
て
る
お　
議
員（
無
所
属
①
）　

　
納
田　
さ
お
り　
議
員（
無
所
属
②
）

委
員
会
の
審
査
か
ら

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

会
議
の
開
催
状
況

当
初
予
算
に
対
す
る
各
会
派
の
討
論

議
案
の
議
決
結
果
一
覧

請
願
・
陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

第
一
回
定
例
会
会
議
録
の
公
開
予
定

編
集
後
記

一般会計は、699億9,200万円（対前年比62億7,900万円減）

「西東京市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例」を可決

行政の高度化・多様化・国際化等が進む中、内部では得られにくい高度の専門性を備えた民間の
人材を活用する必要性などから一般職の任期付職員の採用制度を導入するものです。

一般会計のほか５つの特別会計の平成28年度当初予算を可決しました。
一般会計における主な新規事業は以下のとおりです。
◇在宅医療と介護の連携を推進するための相談窓口として「（仮称）在宅療養支援窓口」の開設
◇知的障害者の方を対象とする「地域活動支援センター（知的）」の設置
◇小学校の通学路への防犯カメラの設置
◇子育て世代の女性が活躍できる起業・創業などの働き方支援として、女性の働き方サポート事業の実施
◇妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援が必要とされる方への母子保健コーディネーターの配置
◇中学校特別教室への空調設備の設置

主
　
な
　
議
　
案

○第1回定例会
2月26日(金)～3月30日(水)………34日間

審議件数 可決
※ 否決 継続

議案 42 42
 条例 21 21
 予算 12 12
 その他 9 9  
議員提出議案 3 2 1
請願・陳情 6   6
※「可決」には、同意を含んでいます。

8面へ

7面へ

西  東  京  市  議  会 だ  よ  り

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／議会報編集委員会　発行／西東京市議会

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（録音テープ）

第69号
平成28年5月15日
（2016年）
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21
世
紀
最
初
の
都
市
型
合
併

を
果
た
し
た
西
東
京
市
も
本
年

で
誕
生
15
年
の
節
目
を
迎
え
、

今
日
ま
で
の
西
東
京
市
の
発
展

は
、
市
政
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
数
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力

の
上
に
あ
り
、
皆
様
に
は
心
よ

り
の
敬
意
を
表
し
た
い
。

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の

進
展
と
い
う
難
題
へ
の
対
応
方

策
の
一
つ
と
し
て
、
健
康
応
援

都
市
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
道
を
切
り
拓
き
た
い
。

「
ま
ち
が
健
康
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
、
ま
ち
全
体
の

健
康
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
考

え
支
え
合
う
健
康
応
援
都
市
を

目
指
し
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち

と
し
て
の
価
値
を
高
め
、
市
民

満
足
の
向
上
に
つ
な
が
る
市
政

運
営
を
推
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
実
な
提

供
の
た
め
、
「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
適
正
な
行
政
資
源
の
配

分
を
進
め
て
い
く
。
公
共
施
設

は
、
老
朽
化
に
伴
う
全
て
の
更

新
需
要
へ
の
対
応
が
困
難
な
た

め
、
「
総
量
抑
制
」
の
方
向
性

を
掲
げ
、
平
成
25
年
度
末
時
点

で
の
公
共
施
設
保
有
量
に
対
し

平
成
45
年
度
ま
で
に
10
％
削
減

す
る
目
標
値
を
定
め
た
。
今
後
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

に
努
め
な
が
ら
、
公
共
施
設
で

も
「
選
択
と
集
中
」
を
進
め
て

い
く
。

西
東
京
市
民
会
館
、
中
央
図

書
館
・
田
無
公
民
館
は
、
西
東

京
市
合
築
複
合
化
基
本
プ
ラ
ン

策
定
懇
談
会
か
ら
の
提
言
を
踏

ま
え
、
丁
寧
に
検
討
を
続
け

て
い
く
。

二
庁
舎
体
制
は
、
庁
舎
機
能

の
再
配
置
に
よ
る
「
暫
定
的
な

対
応
方
策
」
で
一
定
程
度
の
課

題
解
消
を
目
指
し
、
再
配
置
先

に
は
、
田
無
庁
舎
敷
地
で
の
仮

設
庁
舎
活
用
も
検
討
す
る
。

も
っ
と
健
康
も
っ
と
元
気
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
強
化
し
、
認
知
症
高
齢

者
と
介
護
予
防
へ
の
更
な
る
対

応
を
図
る
。

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
を

推
進
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を

開
設
す
る
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
導
入
す
る
。

認
知
症
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
認
知
症
初
期
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

知
的
障
害
者
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

対
話
に
よ
る
美
術
鑑
賞
事
業

を
小
学
校
全
校
で
実
施
す
る
。

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機

運
醸
成
の
た
め
、
講
演
会
や
ス

ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
を
行
う
。

災
害
に
強
い
快
適
な
都
市
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
よ
う

市
立
小
中
学
校
へ
の
災
害
時

用
特
設
公
衆
電
話
設
置
に
着
手

す
る
。

小
学
校
の
通
学
路
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
に
着
手
す
る
。

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
改
修

等
助
成
制
度
を
創
設
す
る
。

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
道
路

整
備
工
事
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
整
備
の
ほ
か
、

駅
南
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事

業
と
し
て
、
駅
前
広
場
工
事
に

着
手
す
る
。

東
伏
見
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
の
策
定
に
取
り
組
む
。

は
な
バ
ス
ル
ー
ト
を
見
直
す
。

下
保
谷
四
丁
目
特
別
緑
地
保

全
地
区
の
用
地
取
得
を
進
め
る
。

（
仮
称
）
ひ
ば
り
が
丘
三
丁

目
緑
道
公
園
整
備
事
業
に
着
手

す
る
。

西
東
京
い
こ
い
の
森
公
園
及

び
周
辺
公
園
で
の
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
。

商
店
会
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

へ
の
支
援
を
行
う
。

特
定
空
家
等
の
状
況
調
査
を

実
施
す
る
。

あ
な
た
と
変
え
る
　
い
っ
し
ょ

に
変
え
る

下
野
谷
遺
跡
の
啓
発
活
動
の

充
実
や
学
校
教
育
等
で
の
活
用

に
取
り
組
む
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
い
こ
い

ー
な
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
に
よ
る

郷
土
愛
の
醸
成
等
を
図
る
。

逸
品
グ
ラ
ン
プ
リ
を
実
施
す

る
ほ
か
、
冊
子
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
映

像
な
ど
の
様
々
な
情
報
発
信
ツ

ー
ル
を
用
い
た
P
R
を
行
う
。

女
性
の
起
業
・
創
業
の
た
め

の
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。

認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援

を
継
続
す
る
。

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
食

べ
歩
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
西
東

京
マ
ル
シ
ェ
な
ど
を
実
施
す
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

と
し
て
、
南
部
地
域
協
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
支
援
や
西

部
地
域
に
お
け
る
協
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
仕
組
を
検
討
す
る
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導
入

す
る
。

次
世
代
へ
の
責
任
を
し
っ
か
り

果
た
そ
う

認
可
保
育
園
開
設
な
ど
待
機

児
童
の
解
消
に
取
り
組
む
。

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
支
援
専

門
員
を
配
置
す
る
。

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
保

育
所
等
の
利
用
者
負
担
の
軽
減

を
行
う
。

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
、
産
前
産
後
の
妊
産

婦
に
対
す
る
育
児
支
援
な
ど
の

訪
問
事
業
を
実
施
す
る
。

小
学
校
を
活
用
し
た
サ
マ
ー

子
ど
も
教
室
事
業
を
試
行
的
に

実
施
す
る
。

い
じ
め
が
起
き
に
く
い
学
校

づ
く
り
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
増
員
配
置
に

よ
る
対
応
強
化
を
図
る
。

特
別
支
援
教
室
の
小
学
校
全

校
開
設
に
向
け
て
取
り
組
む
。

ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
の
建
替

え
事
業
を
進
め
る
。

中
学
校
特
別
教
室
へ
の
空
調

整
備
に
取
り
組
む
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

個
別
計
画
の
策
定
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
固
定
資
産
台

帳
の
整
備
を
行
う
。

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
を
行
う
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
証
明
書
等
の
交
付
に
取
り
組

む
。現

在
の
ま
ち
の
輝
き
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
西
東
京
市
を
人

と
人
、
人
と
地
域
、
そ
し
て
人

と
歴
史
を
つ
な
ぐ
、
魅
力
あ
る

ま
ち
と
す
る
た
め
に
、
引
き
続

き
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
覚
悟
で
あ
る
。

第１回定例会では、平成28年度の市長の施政方針に対して、会派ごとに質問をする「代表質問」と無
所属議員による「一般質問」が４日間にわたり行われました。
２面～７面では、市長の施政方針及び代表質問・一般質問の主な内容についてお知らせします。
◇質問の詳細は会議録に掲載します。会議録の公開予定は10面「会議録の公開予定」をご覧ください。

質
問　
保
育
園
待
機
児
童
の
解

消
及
び
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

の
充
実
に
つ
い
て
。

答
弁　
平
成
27
年
度
に
は
認
可

保
育
所
２
カ
所
、
小
規
模
保
育

事
業
１
カ
所
を
開
設
し
た
。
28

年
４
月
か
ら
は
さ
ら
に
認
可
保

育
所
１
カ
所
、
小
規
模
保
育
事

業
３
カ
所
を
開
設
の
予
定
だ
。

29
年
度
は
認
可
保
育
所
４
カ
所
、

小
規
模
保
育
事
業
９
カ
所
、
事

業
所
内
保
育
事
業
１
カ
所
の
開

設
を
準
備
し
て
い
く
予
定
だ
。

小
規
模
保
育
事
業
な
ど
地
域
型

保
育
事
業
は
０
歳
か
ら
２
歳
児

を
対
象
と
し
て
お
り
、
卒
園
後

の
３
歳
児
の
受
け
皿
が
課
題
で

あ
る
。
幼
児
教
育
と
保
育
を
一

緒
に
受
け
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

も
一
定
あ
る
こ
と
か
ら
、
幼
稚

園
の
預
か
り
保
育
の
充
実
は
、

３
歳
児
の
受
け
皿
の
整
備
を
含

め
、
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

質
問　
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し

た
小
柴
教
授
、
梶
田
教
授
の
業

績
を
た
た
え
、
い
こ
い
の
森
公

園
へ
の
記
念
植
樹
を
提
案
す
る
。

答
弁　
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
20
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
中
央
図
書
館
と
は
。

答
弁　
現
状
の
中
央
図
書
館
は

施
設
規
模
が
多
摩
26
市
の
平
均

の
半
分
に
も
満
た
な
い
こ
と
、

通
勤
通
学
し
て
い
る
市
民
も
含

め
最
も
幅
広
い
市
民
に
利
用
さ

れ
て
い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
、

中
央
図
書
館
の
蔵
書
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
な
ど
の
能
力
が
市
の
図

書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
サ

ー
ビ
ス
水
準
に
直
結
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
思
い

切
っ
た
機
能
拡
充
を
図
る
べ
き

と
の
意
見
を
、
合
築
複
合
化
基

本
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た
提
言

の
中
で
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

引
き
続
き
検
討
す
る
。

質
問　
西
東
京
市
民
会
館
・
中

央
図
書
館
・
田
無
公
民
館
合
築

複
合
化
基
本
プ
ラ
ン
の
策
定
や

庁
舎
統
合
方
針
決
定
を
28
年
度

に
送
る
と
い
う
政
治
判
断
に
至

っ
た
経
緯
や
背
景
に
つ
い
て
、

市
長
に
伺
う
。

答
弁　
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
熟
慮
し
た
結

果
だ
。
次
世
代
の
市
民
に
最
も

有
益
な
選
択
を
す
る
こ
と
が
市

長
の
責
務
で
あ
る
と
の
思
い
か

ら
決
断
し
た
。

質
問　
庁
舎
統
合
方
針
案
で
示

す
田
無
庁
舎
を
活
用
し
た
暫
定

的
な
対
応
策
を
当
面
の
策
と
す

る
こ
と
の
合
理
性
は
。

答
弁　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
保

谷
庁
舎
の
老
朽
化
へ
の
対
応
を

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

保
育
園
を
着
実
に
増
設
！
さ
ら
に

幼
稚
園
預
か
り
保
育
の
充
実
と

中
央
図
書
館
の
機
能
拡
充
を
！

保
　
谷
　
な
お
み

浜
中
　
の
り
か
た

酒
井
　
ご
う
一
郎

田
中
　
の
り
あ
き

稲
　
垣
　
裕
　
二

浅
　
野
　
髙
　
司

遠
　
藤
　
源
太
郎

小
　
林
　
た
つ
や

詳
細
は
市
報
３
月
15
日
号
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市長の施政方針の概要、代表質問（１）

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

平
成
28
年
度
の
主
要
な
取
り
組
み

お
　
わ
　
り
　
に

は
　
じ
　
め
　
に

代表質問・一般質問の要旨

平成28年5月15日　 発行 第69号 （２）

西東京市
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件　　名

採択年月 平成27年３月30日趣旨採択

陳情事項

検討結果

理　　由

泉小学校跡地については、更なる総量抑制等に向けた活用及び後年度の施設整
備等の財源としての活用を検討するとともに、真に必要な行政需要としての活用
について検討しています。
検討に当たっては、地域住民及び利用者の丁寧な意見聴取に努めてまいります。

泉小学校跡地を引き続き公共施設と
して利用できるように求めるもの。

泉小学校の跡地をスポーツができる
グラウンドとして利用、開放すること
を求めるもの。

泉小学校跡地利用に関する陳情

平成27年12月に策定した「西東京市公共施設等総合管理計画」における「公共施
設等マネジメントの基本方針」に基づき、公共施設の適正配置・有効活用の取組を
行い、市民の安全・安心の確保や市民サービスの維持・向上を図ってまいります。

平成27年３月30日趣旨採択 平成27年９月16日趣旨採択

庁内関係部署と連携して情報交換等
を図るとともに、東京都等関係機関へ
働きかけるなど、可能な限り努力いた
します。

子どもから高齢者まで集えるグラウ
ンドを新設することを求めるもの。

泉小学校の跡地利用に関する陳情
多目的総合運動施設、「少年サッカー場」
新設・整備を求める陳情

サッカー・ラグビーの公式試合がで
きる規模のグラウンドの整備について
は、容易ではないと考えられますが、
市域内における土地の状況や市財政等
を勘案の上、スポーツ振興の一環とし
て、可能な限り努力してまいります。

市議会で採択された陳情については、市長や教育長に送付され、その後の検討経過を市議会に報告することとなっています。
ここでは平成 27年中に採択または趣旨採択された５件のうち、３件について市からの報告をお知らせします。
また、その他の陳情については、今後適宜掲載します。

図
る
と
と
も
に
、
２
庁
舎
体
制

の
課
題
も
一
定
程
度
解
消
し
、

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
時
間
を
か

け
て
案
を
練
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
当
面
必
要
な
施
設
整
備

経
費
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
現
状
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
鑑
み
て
も
合
理
性
が

あ
る
。

質
問　
市
税
は
増
額
の
見
込
み

と
の
こ
と
だ
が
、
要
因
は
。

答
弁　
市
税
は
前
年
度
比
約
７

億
３
千
万
円
、
2.4
％
増
の
見
込

み
だ
。
日
本
経
済
が
緩
や
か
な

回
復
基
調
を
続
け
て
い
る
こ
と

が
要
因
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
扶
助
費
の
増
加
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

よ
る
財
政
負
担
に
つ
い
て
。

答
弁　
扶
助
費
は
生
活
保
護
費

の
伸
び
が
鈍
化
し
つ
つ
も
引
き

続
き
増
加
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、

障
害
福
祉
関
係
の
給
付
費
や
介

護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

も
前
年
度
に
比
較
し
て
増
加
し

て
い
る
。
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
に
よ
る
待
機
児
童
対

策
に
つ
い
て
も
、
経
費
が
前
年

度
に
比
較
し
て
大
幅
増
と
な
っ

て
い
る
。

質
問　
公
債
費
が
一
時
的
に
増

と
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

原
因
は
何
か
。

答
弁　
公
債
費
は
、
平
成
26
年

度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て

い
る
が
、
28
年
度
一
時
的
に
増

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
臨
時
財
政
対
策
債
の
元
金

償
還
が
開
始
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
29
年
度
以

降
は
合
併
特
例
債
の
償
還
額
が

大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、

公
債
費
は
再
び
減
少
し
て
い
く

も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

質
問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

現
状
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

答
弁　
子
ど
も
学
習
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
庁
内
で
検
討
を
始

め
た
と
こ
ろ
だ
。
今
後
に
つ
い

て
は
国
や
都
の
施
策
事
業
に
留

意
し
な
が
ら
庁
内
横
断
的
に
検

討
を
進
め
る
。

質
問　
（
仮
称
）
在
宅
療
養
支

援
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て
。

答
弁　
医
療
介
護
総
合
確
保
推

進
法
の
成
立
に
よ
り
、
介
護
保

険
法
に
基
づ
く
地
域
支
援
事
業

に
「
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推

進
事
業
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

30
年
４
月
ま
で
に
全
て
の
市
区

町
村
で
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ

た
。
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ

ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

等
が
安
心
し
て
自
宅
で
療
養
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
相
談
を
受

け
付
け
、
医
療
と
介
護
の
連
携

を
支
援
す
る
拠
点
と
し
て
、

（
仮
称
）
在
宅
療
養
支
援
窓
口

を
28
年
10
月
を
目
途
に
整
備
す

る
。

質
問　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

答
弁　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
中
核
的
な
機
関
と

し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
28
年
度
か
ら
、
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
各

１
名
増
員
す
る
。

質
問　
民
間
賃
貸
住
宅
を
活
用

し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
28
年
度
は
、
保
証
人
が

見
つ
か
ら
な
い
た
め
に
民
間
賃

貸
住
宅
へ
の
入
居
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
高
齢
者
等
に
対
し
、

市
と
協
定
を
結
ん
だ
家
賃
保
証

会
社
を
紹
介
し
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
は
保
証
料
の
一

部
を
助
成
す
る
予
定
だ
。

質
問　
が
ん
検
診
に
お
け
る
利

用
者
負
担
の
導
入
に
つ
い
て
。

答
弁　
喉
頭
が
ん
は
600
円
、
前

立
腺
が
ん
は
500
円
負
担
し
て
い

た
だ
く
予
定
だ
。
い
ず
れ
も
検

診
費
用
の
１
割
以
下
で
あ
る
。

質
問　
障
害
者
差
別
解
消
法
の

施
行
と
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
新
任
職
員
に
対
す
る
障

害
者
理
解
の
た
め
の
研
修
、
管

理
職
を
含
め
た
職
員
向
け
の
差

別
解
消
法
の
研
修
な
ど
に
よ
り
、

意
識
向
上
に
努
め
て
い
る
。
市

民
向
け
の
講
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
も
開
催
し
た
。
引
き
続
き
、

情
報
発
信
に
努
め
る
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
及

び
南
口
の
整
備
に
つ
い
て
。

答
弁　

都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
21
号
ひ
ば
り
が
丘
駅
北
口

線
の
用
地
買
収
に
関
す
る
契
約

は
、
昨
年
12
月
に
完
了
し
た
。

今
年
度
は
北
側
か
ら
130
メ
ー
ト

ル
の
区
間
で
道
路
排
水
管
埋
設

工
事
を
行
い
、
現
在
電
線
共
同

溝
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

駅
北
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
に
向
け
、

西
武
鉄
道
が
現
在
設
計
を
進
め

て
い
る
。
設
計
に
関
す
る
業
務

が
終
了
後
、
工
事
に
関
す
る
協

定
が
結
べ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、

西
武
鉄
道
と
協
議
調
整
を
図
る
。

南
口
に
つ
い
て
は
、
交
通
管
理

者
と
の
協
議
を
行
い
整
備
案
を

ま
と
め
た
。
28
、
29
年
度
の
２

カ
年
で
工
事
を
実
施
す
る
予
定

だ
。

質
問　

都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
18
号
保
谷
町
住
吉
線
が
都

の
優
先
整
備
路
線
に
選
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
つ
計
画

決
定
と
な
る
の
か
。

答
弁　
27
年
度
末
に
優
先
整
備

路
線
が
決
定
す
る
。
優
先
整
備

路
線
は
、
10
年
の
間
に
整
備
着

手
で
き
る
よ
う
、
財
政
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
進
め
る
。

質
問　
は
な
バ
ス
第
２
ル
ー
ト

及
び
第
４
ル
ー
ト
の
見
直
し
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
第
２
ル
ー
ト
は
、
東
伏

見
駅
か
ら
保
谷
庁
舎
を
経
由
し
、

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
に
至
る
ル
ー
ト

に
変
更
す
る
。
第
４
ル
ー
ト
は
、

西
武
新
宿
線
の
北
側
と
南
側
と

で
ル
ー
ト
を
分
割
す
る
。

質
問　
田
無
駅
南
口
整
備
の
進

捗
状
況
は
。

答
弁　
田
無
駅
南
口
広
場
整
備

は
、
都
の
第
四
次
事
業
化
計
画

の
優
先
整
備
路
線
に
選
定
さ
れ

て
い
る
。
28
年
度
は
事
業
認
可

に
向
け
て
土
地
鑑
定
、
測
量
調

査
、
物
件
調
査
な
ど
の
委
託
業

務
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問　
下
保
谷
四
丁
目
緑
地
保

全
地
区
の
現
状
と
用
地
取
得
計

画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁　

用
地
に
つ
い
て
は
、

国
・
都
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

こ
の
３
年
間
で
全
体
面
積
の
約

７
割
を
取
得
し
て
お
り
、
残
り

約
３
割
を
29
年
度
ま
で
の
２
年

間
で
取
得
す
る
予
定
で
あ
る
。

都
の
補
助
制
度
は
26
年
度
に
終

了
し
た
が
、
市
長
会
と
多
摩
北

部
都
市
広
域
行
政
圏
協
議
会
を

通
じ
て
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
27

年
度
に
つ
い
て
は
補
助
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後

も
要
望
を
続
け
て
い
く
。

質
問　
東
町
及
び
下
保
谷
ポ
ン

プ
場
に
係
る
国
庫
補
助
金
の
返

還
問
題
に
つ
い
て
。

答
弁　
国
の
財
産
処
分
承
認
基

準
解
釈
に
つ
い
て
整
理
を
行
っ

た
結
果
、
補
助
金
の
返
還
が
不

要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考

え
方
に
至
り
、
国
に
見
解
を
求

め
た
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
た
。
ポ

ン
プ
場
の
土
地
と
建
物
は
市
の

事
業
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。

質
問　
地
方
創
生
総
合
戦
略
事

業
と
し
て
行
っ
た
、
い
こ
い
ー

な
ト
レ
イ
ン
と
ま
ち
歩
き
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
、
ど
う
評
価
す

る
か
。

答
弁　
い
こ
い
ー
な
ト
レ
イ
ン

の
運
行
と
と
も
に
中

づ
り
広
告
を
５
回
出

し
た
。
自
治
体
の
先

進
的
取
り
組
み
と
し

て
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン

ト
は
、
お
で
か
け

図
鑑
の
作
成
、
観

光
防
災
ア
プ
リ
の

作
成
、
商
店
街
フ

ラ
ッ
グ
、
観
光
案

内
板
の
設
置
な
ど
、

実
際
に
訪
れ
て
い

た
だ
い
た
皆
様
の

ま
ち
歩
き
を
補
完

す
る
も
の
と
し
て
、
各
種
取

り
組
み
を
有
機
的
に
展
開
し

な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
活

用
に
努
め
て
き
た
。

質
問　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
に
係
る
助
成
制
度
に
つ

い
て
。

答
弁　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

地
震
発
生
時
に
自
動
的
に
家

屋
の
電
気
の
供
給
を
遮
断
す

る
も
の
で
あ
り
、
出
火
の
防

止
な
ど
に
有
効
な
こ
と
か
ら
、

西
東
京
消
防
署
の
協
力
の
も

と
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
先

進
自
治
体
の
事
例
等
を
注
視

し
て
い
く
。

質
問　
商
店
会
が
設
置
す
る

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
支
援
内
容
を

聞
く
。

答
弁　
新
た
に
特
定
施
策
推

進
型
商
店
街
事
業
補
助
金
を

創
設
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
に

交
換
す
る
場
合
、
補
助
対
象

経
費
の
10
分
の
９
を
都
と
市

で
補
助
す
る
も
の
だ
。

質
問　
（
仮
称
）
第
10
中
に
給

食
室
を
設
置
す
る
の
か
。

答
弁　
学
校
給
食
運
営
審
議
会

の
意
見
で
は
、
自
校
式
が
妥
当

と
の
こ
と
だ
。
設
置
場
所
を
こ

れ
か
ら
検
討
す
る
。

質
問　
女
性
や
高
齢
者
が
活
躍

で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
に
取

り
組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の

認
識
に
至
っ
た
理
由
、
背
景
を

伺
う
。

答
弁　
今
後
ま
す
ま
す
進
展
す

る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社
会

を
考
え
る
と
、
本
市
に
お
い
て

も
女
性
や
高
齢
者
の
社
会
参
画

へ
の
期
待
が
高
ま
る
も
の
と
考

え
る
。
西
東
京
市
総
合
戦
略
に

お
い
て
も
、
結
婚
、
出
産
、
子

育
て
期
に
お
け
る
女
性
の
応
援

や
女
性
の
働
き
方
の
支
援
の
ほ

か
、
高
齢
者
の
皆
様
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
涯
を
通
じ
て
健

康
で
心
身
と
も
に
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
。

＊

代表質問（2）、議会NEWS ①

議会 NEWS ① 採択された陳情への市の対応

第69号 （３）

西東京市
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田無・保谷両庁舎の 1階に設置された
自動証明写真機（田無庁舎）

介護支援ボランティア手帳
（60歳以上、説明会等受講者に交付）

質
問　

３
館
合
築
に
つ
い
て
、

昨
年
公
明
党
が
示
し
た
６
項
目

①
市
民
説
明
②
南
部
地
域
対
策

③
芝
久
保
図
書
館
・
公
民
館
と

の
近
接
④
中
途
半
端
な
施
設
に

な
る
可
能
性
⑤
20
万
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
市
民
ホ
ー
ル
の
議
論

⑥
図
書
館
の
あ
り
方
は
ど
の
よ

う
に
ク
リ
ア
す
る
の
か
。

答
弁　

６
項
目
は
重
く
受
け
と

め
て
お
り
、
公
共
施
設
全
体
の

課
題
と
し
て
検
証
す
る
。

質
問　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
任
意
接
種
の
継
続
と
自

己
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
。

答
弁　
平
成
28
年
度
も
任
意
接

種
を
維
持
し
、
負
担
額
を
５
千

円
に
軽
減
し
て
実
施
す
る
。

質
問　
公
明
党
の
長
年
の
提
案

に
よ
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
概
要
は
。

答
弁　
高
齢
者
が
培
っ
て
き
た

知
識
・
技
術
を
活
か
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
で
生
き
が
い
を
持
ち
地
域
の

担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
の
で
き
る
社
会
参
加
を

通
じ
た
介
護
予
防
を
推
進
す
る
。

質
問　
対
策
型
５
が
ん
検
診
の

要
精
密
検
査
対
象
者
へ
の
助
成

の
実
施
を
求
め
る
。

答
弁　
28
年
度
は
医
師
会
と
連

携
し
、
対
策
型
５
が
ん
の
精
密

検
査
費
用
の
一
部
助
成
を
行
う
。

質
問　
公
明
党
が
求
め
て
き
た

が
ん
教
育
の
成
果
を
伺
う
。

答
弁　
小
学
６
年
生
を
対
象
に

市
内
６
校
17
ク
ラ
ス
で
が
ん
教

育
を
実
施
し
た
。
今
後
も
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
が
ん
教
育

を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　
難
病
指
定
拡
大
に
伴
い

受
け
ら
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
周
知
徹
底
が
必
要
だ
。

答
弁　
今
後
は
医
療
費
助
成
申

請
の
際
に
、
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
説
明
等
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
よ
う
丁
寧

に
周
知
す
る
。

質
問　
対
話
に
よ
る
美
術
鑑
賞

は
大
変
に
評
価
が
高
い
事
業
で

あ
る
。
成
果
と
今
後
の
展
開
は
。

答
弁　
子
ど
も
の
観
察
力
、
思

考
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
と
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
を
目
的
に
平
成

27
年
度
は
市
内
14
校
の
小
学
４

年
生
に
実
施
し
、
そ
の
う
ち
１

校
は
美
術
館
訪
問
を
行
っ
た
。

28
年
度
は
全
小
学
校
で
実
施
し
、

３
校
程
度
に
お
い
て
は
美
術
館

訪
問
を
予
定
し
て
い
る
。

意
見　
美
術
館
訪
問
は
全
校
が

行
け
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

質
問　
提
案
し
て
い
た
公
園
の

指
定
管
理
者
へ
の
移
行
が
行
わ

れ
る
。
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
弁　
い
こ
い
の
森
公
園
及
び

周
辺
の
公
園
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
。
市
民
協
働
担

当
を
置
き
、
パ
ー
ク
カ
フ
ェ
、

手
ぶ
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
新
た

な
事
業
を
展
開
す
る
。

意
見　
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る

公
園
を
増
や
す
よ
う
求
め
る
。

質
問　
公
明
党
主
導
で
街
路
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
実
現
し
た
。
そ

の
効
果
は
。
公
園
灯
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
せ
よ
。

答
弁　
年
間
１
千
600
万
円
の
経

費
削
減
と
１
千
ト
ン
以
上
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
効
果
が
あ
る
。
公
園

灯
も
老
朽
化
や
新
し
く
公
園
の

整
備
す
る
際
に
取
り
か
え
る
。

質
問　
学
童
ク
ラ
ブ
の
過
密
化

解
消
を
訴
え
て
き
た
。
サ
マ
ー

子
ど
も
教
室
の
内
容
を
伺
う
。

答
弁　
ひ
ば
り
が
丘
第
一
、
第

二
学
童
の
過
密
化
解
消
と
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、

夏
休
み
に
中
原
小
学
校
で
サ
マ

ー
子
ど
も
教
室
を
実
施
す
る
。

質
問　
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
建

て
替
え
に
伴
い
、
中
原
小
学
校

の
仮
校
舎
と
し
て
使
用
す
る
と

い
う
特
殊
事
情
か
ら
給
食
室
を

設
置
す
べ
き
と
再
度
要
望
す
る
。

答
弁　
実
施
設
計
ま
で
に
は
結

論
を
出
す
。

質
問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
伴
い
、
市
役
所
に
自
動
証

明
写
真
機
と
コ
ン
ビ
ニ
発
行
機

を
導
入
せ
よ
。

答
弁　

４
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
申
請
対
応
の
自
動
証
明
写
真

機
を
両
庁
舎
に
設
置
す
る
。
市

役
所
へ
の
コ
ン
ビ
ニ
発
行
機
の

設
置
は
総
合
的
に
検
討
す
る
。

質
問　
若
年
性
認
知
症
の
方
々

へ
の
支
援
を
求
め
る
。

答
弁　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
若
年
性
認
知
症
の
方
と
そ

の
家
族
を
地
域
で
支
え
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　
徘
徊
、
ひ
と
り
歩
き
か

ら
認
知
症
高
齢
者
を
守
る
、
靴

な
ど
に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配

布
の
検
討
状
況
は
。

答
弁　
28
年
度
実
施
に
向
け
て

運
用
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
教
育
指
導
要
領
改
訂
に

向
け
て
最
重
視
さ
れ
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答
弁　
中
央
教
育
審
議
会
か
ら

の
答
申
の
内
容
に
沿
っ
た
準
備

を
進
め
る
。
ひ
ば
り
が
丘
中
学

校
を
研
究
指
定
校
と
す
る
。

質
問　
高
齢
者
の
住
宅
セ
ー
フ

西
東
京
市
議
会
公
明
党

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
、

サ
マ
ー
子
ど
も
教
室
等
、

公
明
党
の
政
策
が
随
所
に
反
映
！

佐　
藤　
公　
男

田　
代　
伸　
之

大　
林　
光　
昭

藤　
田　
美
智
子

小　
幡　
勝　
己

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

安
倍
政
権
の
暴
走
政
治
か
ら

市
民
の
命
・
く
ら
し
を
守
れ
！

保　
谷　
清　
子

森　
住　
孝　
明

大　
竹　
あ
つ
子

藤　
岡　
智　
明

「
平
和
を
守
り
た
い
！
」
市
民

の
願
い
に
応
え
よ
！

質
問　
市
長
の
施
政
方
針
に
は
、

昨
年
あ
っ
た
平
和
事
業
へ
の
言

及
が
な
い
。
今
年
は
安
保
法
制

が
強
行
成
立
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

で
、
昨
年
に
比
べ
一
層
平
和
が

危
う
い
年
だ
。
国
が
戦
争
へ
向

か
お
う
と
し
て
い
る
今
、
自
治

体
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
国
の

暴
走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
市

民
の
平
和
を
求
め
る
声
に
応
え

る
こ
と
だ
。
施
政
方
針
で
平
和

に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

答
弁　
平
和
推
進
に
関
す
る
条

例
と
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
踏

ま
え
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し

て
平
和
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

第
４
次
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

質
問　
任
意
が
ん
の
検
診
を
平

成
28
年
度
か
ら
有
料
化
し
、
喉

頭
が
ん
は
600
円
、
前
立
腺
が
ん

は
500
円
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
市
に
お
け
る

７
つ
の
が
ん
検
診
と
そ
の
無
料

制
は
他
市
に
な
い
誇
る
べ
き
宝

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有

料
化
で
宝
を
奪
う
の
か
。
健
康

応
援
都
市
を
目
指
す
市
の
姿
勢

に
逆
行
す
る
も
の
だ
。

答
弁　
検
診
事
業
の
利
用
者
負

担
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
を
図

る
時
期
と
判
断
し
た
。

意
見　
任
意
２
が
ん
検
診
の
有

料
化
は
や
め
る
べ
き
だ
。

質
問　
国
保
料
が
２
年
連
続
の

引
き
上
げ
だ
。
保
育
料
も
今
年

の
４
月
か
ら
平
均
20
％
引
き
上

げ
ら
れ
２
年
連
続
の
引
き
上
げ

と
な
る
人
も
い
る
。
市
民
に
と

っ
て
は
、
我
慢
も
限
界
だ
。
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
、
暮
ら
し

を
脅
か
す
有
料
化
・
引
き
上
げ

は
見
直
す
べ
き
だ
。

答
弁　
市
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
る
と
負
担
軽
減
は
難

し
い
。

市
財
源
確
保
に
つ
い
て

質
問　
歳
入
確
保
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
道

路
占
用
料
の
引
き
上
げ
や
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
充
実
を
求
め
る

が
見
解
を
。

答
弁　
道
路
占
用
料
に
つ
い
て

は
市
独
自
の
あ
り
方
に
つ
い
て

調
査
検
討
を
進
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
の
寄
附
金
制
度
の
導

入
、
拡
大
に
向
け
て
検
討
を
進

め
る
。

３
館
合
築
に
つ
い
て

質
問　
市
民
会
館
・
中
央
図
書

館
・
田
無
公
民
館
の
３
館
合
築

に
つ
い
て
は
、
田
無
南
部
地
域

か
ら
図
書
館
が
な
く
な
る
等
を

指
摘
し
、
白
紙
撤
回
を
求
め
て

き
た
。
適
正
配
置
等
に
関
す
る

基
本
計
画
改
定
で
は
、
市
内
各

公
共
施
設
複
合
化
も
視
野
に
入

れ
検
討
を
行
う
と
あ
る
が
、
３

館
合
築
は
白
紙
撤
回
す
る
の
か
。

答
弁　
合
築
複
合
化
基
本
プ
ラ

ン
策
定
懇
談
会
の
提
言
を
踏
ま

え
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
を
提
案
し
、

そ
の
実
施
を
評
価
す
る
。
相
談

及
び
生
活
支
援
の
段
階
的
整
備

を
求
め
る
。
加
え
て
移
動
支
援
、

歩
い
て
集
え
る
居
場
所
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
移
動
支
援
は
調
査
研
究

す
る
。
高
齢
者
が
気
軽
に
歩
い

て
集
え
る
場
の
実
施
団
体
に
補

助
し
市
内
全
域
に
増
や
す
。

質
問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を

求
め
て
き
た
。
ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
支
援
、
未
婚
の
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
み
な
し
寡
婦
控
除
適

用
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
妊

娠
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
全
妊
産
婦
対
象
に

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　
10
月
か
ら
ひ
と
り
親
家

庭
就
業
支
援
専
門
員
を
配
置
し
、

幼
稚
園
保
護
者
補
助
金
、
保
育

所
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の

寡
婦
控
除
を
み
な
し
適
用
す
る
。

妊
娠
期
後
半
か
ら
産
後
３
カ
月

の
養
育
困
難
が
予
想
さ
れ
る
妊

産
婦
を
対
象
に
訪
問
支
援
す
る
。

ま
た
、
今
後
全
妊
産
婦
対
象
の

包
括
的
支
援
体
制
を
検
討
す
る
。

質
問　
日
経
新
聞
の
調
査
で
は

７
割
が
食
品
ロ
ス
を
出
し
、
９

割
が
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
家
庭
ご
み
の

処
分
負
担
費
13
億
４
千
万
円
削

減
の
た
め
食
品
ロ
ス
対
策
を
。

答
弁　
環
境
学
習
講
座
や
環
境

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て
、

食
品
ロ
ス
へ
の
意
識
を
高
め
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
空
き
家
対
策
を
示
せ
。

答
弁　
建
築
士
等
に
委
託
し
特

定
空
き
家
等
に
該
当
す
る
か
調

査
す
る
。
ま
た
、
専
門
家
に
よ

る
土
地
家
屋
所
有
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
に
取
り
組
む
。

質
問　
国
民
の
60
％
が
在
宅
療

養
を
望
ん
で
い
る
。
医
療
と
介

護
を
連
携
す
る
支
援
窓
口
の
開

設
を
急
げ
。

答
弁　
平
成
28
年
10
月
に
在
宅

療
養
支
援
窓
口
を
整
備
す
る
。

質
問　
南
町
・
柳
沢
・
栄
町
等

の
公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
に

全
力
を
尽
く
せ

答
弁　
当
該
地
域
に
お
け
る
移

動
手
段
や
外
出
支
援
の
あ
り
方

は
関
係
部
署
で
検
討
し
て
い
る
。

質
問　
泉
小
学
校
の
跡
地
活
用

が
決
定
す
る
ま
で
校
庭
を
開
放

せ
よ
。

答
弁　
暫
定
的
に
土
曜
、
日
曜
、

休
日
に
一
般
開
放
す
る
。
28
年

度
前
半
に
跡
地
活
用
方
針
を
ま

と
め
る
。

質
問　
今
年
に
入
り
既
に
８
件
、

１
千
800
万
円
の
振
り
込
み
詐
欺

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
過
去

最
高
の
勢
い
だ
。

答
弁　
自
動
通
話
録
音
機
の
貸

し
出
し
等
、
犯
罪
の
未
然
防
止

に
取
り
組
む
。

＊

代表質問（3）
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西東京市農産物キャラクター
「めぐみちゃん」

山　
崎　
英　
昭

た
き
し
ま　
喜
重

桐　
山　
ひ
と
み

小　
峰　
和　
美

統
一
会
派
み
ら
い

市
民
と
議
会
の
声
を
真
摯
に
聴
き

３
館
合
築
は
白
紙
撤
回
せ
よ
！

市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

質
問　
市
長
は
３
年
間
の
市
政

を
振
り
返
り
、
自
己
採
点
で 

100
点
満
点
中
何
点
か
。

答
弁　
市
民
の
皆
様
に
ご
判
断

い
た
だ
く
も
の
だ
。

質
問　
公
共
施
設
に
お
け
る
選

択
と
集
中
は
統
廃
合
を
伴
う
大

変
難
し
い
も
の
に
な
る
が
、
こ

れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
考
え
方
と
な
る
の
か
。

答
弁　
不
断
の
取
り
組
み
と
し

て
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
る
。

質
問　
公
共
施
設
の
総
量
抑
制

に
異
論
は
な
い
が
、
数
値
目
標

を
定
め
れ
ば
数
字
が
ひ
と
り
歩

き
し
、
床
面
積
10
％
と
い
う
ノ

ル
マ
達
成
の
た
め
に
行
動
し
か

ね
な
い
。
コ
ス
ト
削
減
が
目
的

な
ら
ば
、
床
面
積
で
は
な
く
コ

ス
ト
を
指
標
と
す
べ
き
だ
。

答
弁　
検
討
段
階
で
は
候
補
に

挙
が
っ
た
が
、
わ
か
り
や
す
さ

等
を
考
慮
し
た
。

質
問　
自
身
の
手
で
最
も
厳
し

い
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
や
っ
て
い
く

と
い
う
強
い
思
い
は
あ
る
か
。

答
弁　
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
で
自
立
的
な
自
治
体
経
営

を
確
立
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

る
か
と
い
う
話
だ
。
そ
の
た
め

に
行
革
を
進
め
る
。

質
問　
ま
だ
引
き
続
き
ト
ッ
プ

に
立
ち
続
け
る
意
思
が
あ
る
か
。

答
弁　
こ
の
予
算
議
会
に
集
中

し
て
い
き
た
い
。

新
庁
舎
と
３
館
合
築
に
つ
い
て

質
問　
新
庁
舎
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
機
能
を
集
約
で
き
る
た

め
多
く
の
施
設
分
野
に
影
響
が

出
る
。
新
庁
舎
の
場
所
を
決
め

ず
に
公
共
施
設
の
適
正
配
置
を

考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
適

正
配
置
は
庁
舎
の
場
所
を
中
心

に
考
え
る
べ
き
だ
。

答
弁　
庁
舎
の
位
置
は
慎
重
か

つ
丁
寧
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
、

場
所
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
は

現
状
困
難
で
あ
る
。
基
本
計
画

策
定
時
に
位
置
づ
け
る
。

質
問　
市
民
会
館
は
周
辺
用
地

が
大
規
模
売
却
さ
れ
る
な
ど
環

境
も
変
化
し
て
お
り
、
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
見
直
す
べ
き
だ
。
か
つ

て
内
部
で
検
討
さ
れ
た
よ
う
に
、

市
民
会
館
の
土
地
を
売
却
し
、

新
庁
舎
建
設
の
原
資
に
充
て
よ
。

今
回
突
然
の
方
針
転
換
だ
が
、

３
館
合
築
自
体
を
白
紙
に
戻
す

考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
懇
談
会
の
提
言
を
踏
ま

え
丁
寧
に
検
討
し
、
基
本
プ
ラ

ン
を
策
定
し
た
い
。

質
問　

３
館
合
築
に
つ
い
て
は

そ
も
そ
も
ス
タ
ー
ト
が
間
違
っ

て
い
る
。
庁
舎
も
含
め
て
行
き

詰
ま
る
可
能
性
が
常
に
議
会
で

も
指
摘
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
か
た
く
な
に
他
案
の

検
討
を
拒
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。

議
会
か
ら
の
多
く
の
異
論
や
意

見
に
耳
を
か
さ
ず
強
引
に
推
し

進
め
、
方
針
転
換
と
な
っ
た
責

任
を
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　
決
断
に
つ
い
て
は
熟
慮

を
重
ね
て
出
し
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
市
民
益
を
第
一
に
市
政

運
営
を
進
め
る
。

質
問　
こ
れ
ま
で
市
長
は
庁
舎

の
場
所
も
含
め
て
自
分
で
決
め

る
と
し
て
き
た
が
、
市
中
心
エ

リ
ア
の
方
針
は
維
持
す
る
が
、

自
分
で
場
所
を
決
め
な
い
の
か
。

答
弁　
市
中
心
エ
リ
ア
と
い
う

場
所
は
あ
る
程
度
想
定
は
し
た

と
い
う
こ
と
ま
で
だ
。

質
問　
20
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
１
千
人
か
ら
１
千
500
人
規
模

の
大
ホ
ー
ル
が
必
要
だ
。

答
弁　
近
隣
市
の
状
況
な
ど
を

参
考
に
調
査
研
究
し
た
い
。

西
東
京
産
物
直
売
所
開
設
を

質
問　
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

西
東
京
産
物
が
気
軽
に
買
え
る

直
売
所
の
設
置
を
。

答
弁　
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
ブ
ラ
ン

ド
の
一
層
の
周
知
を
図
る
。
生

産
者
団
体
が
定
期
的
に
即
売
会

を
実
施
し
、
市
内
産
農
産
物
購

入
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け

質
問　
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

に
積
極
的
な
対
応
を
。

答
弁　

３
歳
児
の
受
け
入
れ
整

備
が
課
題
。
充
実
を
検
討
す
る
。

西
武
柳
沢
駅
周
辺
の
整
備

質
問　

３
・
４
・
18
号
線
に
伴

う
駅
前
再
開
発
に
向
け
て
、
柳

沢
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る

方
々
に
よ
る
勉
強
会
が
立
ち
上

が
り
、
い
よ
い
よ
機
運
が
醸
成

さ
れ
て
き
た
。
ぜ
ひ
整
備
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　
四
次
化
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
見
込
み
で
現
在
調
整
中
。

実
施
計
画
の
中
で
整
理
し
た
い
。

勉
強
会
に
は
市
の
職
員
等
も
参

加
す
る
中
で
協
力
を
し
た
い
。

２
が
ん
の
検
診
の
有
料
化

質
問　
こ
れ
ま
で
予
防
施
策
と

し
て
全
国
に
誇
れ
る
７
が
ん
の

検
診
無
料
化
を
継
続
し
て
き
た
。

な
ぜ
今
回
有
料
化
し
た
の
か
。

答
弁　
利
用
者
負
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
一
定
の
見
直
し
を
図

る
時
期
に
あ
る
と
判
断
し
た
。

(

仮
称)

第
10
中
学
校
へ
給
食
室

を
設
置
せ
よ

質
問　
ぜ
ひ
と
も
設
置
を
。

答
弁　
実
施
設
計
を
始
め
る
ま

で
に
は
決
定
し
た
い
。

子
ど
も
へ
の
虐
待
防
止

質
問　
学
校
と
地
域
と
の
連
携

は
密
接
に
な
っ
た
か
。
メ
ー
ル

等
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

答
弁　
顔
が
見
え
る
連
携
関
係

が
で
き
、
関
係
機
関
が
一
体
と

な
り
早
期
対
応
が
図
ら
れ
、
相

談
と
通
告
の
件
数
が
ふ
え
て
い

る
。
今
後
も
孤
立
を
防
ぎ
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
よ
り
児
童

虐
待
の
防
止
に
努
め
る
。

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

質
問　
教
師
に
よ
る
い
じ
め
の

助
長
や
体
罰
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

答
弁　
い
じ
め
は
人
と
し
て
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
人
権
侵
害
。

教
師
は
、
児
童
生
徒
を
い
じ
め

か
ら
守
り
通
し
、
解
決
に
向
け

た
行
動
を
促
す
職
。
研
修
な
ど

で
意
識
等
を
さ
ら
に
高
め
る
。

意
見　
白
紙
撤
回
を
し
て
、
再

検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

質
問　
介
護
予
防
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
に
つ
い
て
、
更
新

に
よ
り
、
今
ま
で
利
用
し
て
い

た
サ
ー
ビ
ス
が
打
ち
切
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
の
か
。

答
弁　
更
新
の
際
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
戸
別
訪
問
を

し
、
丁
寧
に
説
明
を
行
う
。

意
見　
今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

質
問　
障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
、
障
害
者
の
差
別
解

決
に
向
け
て
協
議
会
の
早
期
設

置
が
必
要
だ
が
見
解
を
。

答
弁　
他
団
体
の
動
向
を
含
め

設
置
の
検
討
を
し
て
い
く
。

意
見　
自
治
体
の
役
目
と
し
て
、

障
害
者
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
。
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

子
ど
も
と
教
育
を
守
れ
！

質
問　
貧
困
、
い
じ
め
、
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
痛
ま

し
い
事
件
が
続
く
今
こ
そ
、
子

ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
子

ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
が
必

要
だ
が
、
見
解
を
求
め
る
。

答
弁　
児
童
の
権
利
に
関
す
る

条
約
の
理
念
を
踏
ま
え
、
施
策

を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
権
利
の
尊
重
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

質
問　
貧
困
か
ら
子
ど
も
を
守

る
た
め
子
ど
も
食
堂
や
無
料
の

学
習
塾
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ

て
い
る
状
況
だ
。
こ
う
し
た
団

体
に
補
助
を
行
い
市
民
の
活
動

を
支
え
る
べ
き
だ
が
見
解
を
。

答
弁　
庁
内
横
断
的
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。

質
問　
新
制
度
で
の
、
保
育
園

の
待
機
児
童
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。
公
立
保

育
園
の
増
設
で
待
機
児
童
解
消

を
図
る
べ
き
だ
。

答
弁　
平
成
27
年
４
月
現
在
143

人
の
待
機
児
童
が
い
る
。
認
可

保
育
所
や
小
規
模
保
育
事
業
な

ど
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。

質
問　
就
学
援
助
費
の
新
入
学

学
用
品
費
は
、
支
給
が
入
学
後

の
７
月
か
ら
で
、
制
服
代
の
工

面
に
苦
労
さ
れ
る
方
も
少
な
く

な
い
。
入
学
式
に
新
し
い
制
服

で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
新

入
学
学
用
品
費
は
前
倒
し
で
支

給
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
弁　
本
市
で
は
、
前
年
の
収

入
額
を
確
認
し
て
か
ら
支
給
認

定
を
行
っ
て
い
る
。
確
認
で
き

る
の
は
６
月
以
降
と
な
る
。

意
見　
前
倒
し
が
無
理
な
ら
、

制
服
は
無
料
に
す
る
か
、
補
助

額
を
増
額
す
る
な
ど
を
求
め
る
。

若
者
・
青
年
対
策
に
つ
い
て

質
問　
総
合
戦
略
で
は
、
次
世

代
対
策
と
し
て
の
若
者
・
青
年

対
策
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い

な
い
。
青
年
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
、
雇
用
や
暮
ら
し
の
問

題
な
ど
で
不
安
定
な
立
場
に
あ

り
、
自
治
体
と
し
て
支
援
を
行

い
寄
り
添
う
必
要
が
あ
る
。

答
弁　
総
合
戦
略
に
お
け
る
視

点
以
外
の
若
者
・
青
年
支
援
に

つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

議会 NEWS ②
市議会の傍聴の際に手話通訳者の派遣を依頼できます

聴覚に障害のある方が市議会の会議を傍聴する際、無料で手話通訳者ま
たは要約筆記の依頼ができます。
ご希望の方は、市議会ホームページから依頼書をダウンロードしていた
だき、必要事項をご記入の上、傍聴を希望する日の５日前までに、以下の
メールアドレスまたはＦＡＸ番号あてにご送付ください。
なお、依頼の手順等の詳細については、市議会ホームページをご覧くだ
さい。

申請書ダウンロード方法
西東京市ホームページ⇒市議会⇒市議会に関すること⇒傍聴するには

メールアドレス：gikai@city.nishitokyo.lg.jp
議会事務局ＦＡＸ番号：042-469-4058

そ
の
他
質
問
等

◇
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
及
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
の
整
備
に
つ
い
て

◇
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口
駅
前
広

場
工
事
中
の
安
全
対
策
及
び
情

報
提
供
に
つ
い
て

代表質問（4）、議会NEWS ②

第69号 （５）

西東京市
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生活サポート相談窓口
（保谷庁舎1階）

4月1日から施行された
障害者差別解消法

市議会では、当市の先進的、独自性のある各種事業について、毎年、全国の多くの地方議会議員の方々
による行政視察を受け入れています。
平成27年度は、下表のとおり合計８団体を受け入れました。

民
主
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
祉
に
手
厚
く
、
市
民
益
を
追
求

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
せ
！

坂
井
　
か
ず
ひ
こ

森
　
　
　
信
　
一

二
　
木
　
孝
　
之

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

福
祉
の
充
実
は

身
近
な
地
域
単
位
で
進
め
よ
！

後
　
藤
　
ゆ
う
子

か
と
う
　
涼
　
子

質
問　
公
共
施
設
の
適
正
配
置

計
画
を
ま
ち
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
捉
え
、
西
東
京
市
の
ま
ち

に
新
た
な
付
加
価
値
を
つ
け
る

べ
き
だ
。
市
民
合
意
の
手
続
き

を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

答
弁　
案
を
一
定
程
度
取
り
ま

と
め
た
後
、
情
報
提
供
、
意
見

聴
取
を
行
う
。
市
民
参
加
は
新

た
な
手
法
も
検
討
す
る
。

質
問　
中
央
図
書
館
・
田
無
公

民
館
は
現
地
建
て
替
え
、
市
民

会
館
は
ホ
ー
ル
機
能
の
将
来
展

望
も
含
め
個
別
計
画
で
丁
寧
に

検
討
す
べ
き
だ
。

答
弁　
合
築
複
合
化
基
本
プ
ラ

ン
策
定
懇
談
会
の
提
言
を
踏
ま

え
、
庁
内
会
議
で
検
討
す
る
と

と
も
に
市
民
意
見
を
聞
く
。

質
問　
在
宅
療
養
の
仕
組
み
づ

く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

市
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子

ど
も
を
エ
リ
ア
単
位
で
支
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
展

望
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　
（
仮
称
）
在
宅
療
養
支

援
窓
口
を
10
月
に
開
設
予
定
。

世
田
谷
区
で
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
全
世
代
型
に
変
え

て
い
く
と
聞
く
。
西
東
京
市
も
、

包
括
的
な
地
域
福
祉
の
支
援
体

制
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
生
活
サ
ポ
ー
ト
相
談
窓

口
の
利
用
状
況
を
問
う
。

答
弁　
生
活
に
お
困
り
の
方
の

包
括
的
な
相
談
先
と
し
て
自
立

に
向
け
適
切
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
相
談
者
の
中
に
は
自
立

支
援
に
よ
り
就
職
し
安
定
し
た

生
活
が
継
続
し
た
方
も
あ
る
。

失
業
等
で
家
賃
の
支
払
い
が
困

難
な
方
に
住
宅
確
保
給
付
金
を

支
給
し
、
あ
わ
せ
て
就
労
支
援

を
行
う
こ
と
で
就
労
に
つ
な
が

っ
た
方
も
あ
る
。
ひ
き
こ
も

り
・
ニ
ー
ト
対
策
事
業
で
は
、

社
会
適
応
能
力
の
向
上
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
も
あ
る
。

質
問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点

づ
く
り
や
空
き
家
の
利
活
用
で
、

住
み
か
え
支
援
を
進
め
よ
。

答
弁　
今
後
設
置
予
定
の
庁
内

検
討
委
員
会
や
協
議
会
で
総
合

的
に
検
討
し
方
向
を
定
め
る
。

質
問　
は
な
バ
ス
の
通
ら
な
い

南
町
・
柳
沢
地
域
の
買
い
物
弱

者
対
策
を
進
め
よ
。

答
弁　
関
係
部
署
で
構
成
す
る

会
議
で
検
討
を
始
め
て
い
る
。

質
問　
小
規
模
保
育
所
の
質
の

確
保
に
向
け
た
支
援
と
学
童
ク

ラ
ブ
定
員
超
過
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
地
域
子
育
て

支
援
推
進
員
に
よ
る

巡
回
支
援
・
指
導
の

ほ
か
研
修
等
、
必
要

な
支
援
を
行
う
。
過

密
化
解
消
等
を
目
的

に
、
サ
マ
ー
子
ど
も

教
室
事
業
を
試
行
的

に
実
施
す
る
。

質
問　
学
校
に
行
き
た
く
て
も

行
か
れ
な
い
子
ど
も
が
増
え
て

い
る
。
不
登
校
対
策
の
枠
組
み

を
超
え
、
学
校
が
変
わ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
不
登
校
の
多
い
学
校
で

は
人
権
尊
重
の
基
盤
に
立
っ
た

学
校
経
営
に
課
題
が
生
じ
て
い

る
と
受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

居
場
所
と
し
て
の
学
級
づ
く
り

と
自
己
肯
定
感
が
育
ま
れ
る
教

育
活
動
が
重
要
だ
。

子
育
て
情
報
の
発
信
に
努
め
る
。

質
問　
こ
れ
ま
で
提
言
を
続
け

て
い
る
が
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
の
た
め
に
も
、
年
齢
が

偶
数
の
方
と
な
っ
て
い
る
受
診

要
件
は
前
年
度
に
受

診
し
て
い
な
い
方
に

改
め
な
い
か
。

市
長　
現
在
数
年
に

わ
た
り
実
施
し
て
い

る
乳
が
ん
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
事
業
に
よ
る
勧

奨
対
象
者
の
受
診
動
向
を
分
析

し
て
い
る
。
平
成
28
年
度
中
に

は
そ
の
分
析
も
整
理
が
つ
く
こ

と
か
ら
、
平
成
29
年
度
以
降
見

直
し
を
検
討
す
る
。

質
問　
「
も
っ
と
健
康　
も
っ

と
元
気
に
」
を
念
頭
に
、
若
い

世
代
の
方
も
含
め
市
民
の
皆
様

に
民
間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
も
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
運
動
機
能

の
衰
え
を
予
防
し
、
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
が
、
民
間
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
さ
ら
な
る

日
頃
か
ら
障
が
い
の
あ
る
方
に

接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々

の
障
が
い
特
性
の
理
解
を
深
め
、

差
別
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質
問　
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る

上
で
ま
ず
場
所
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
等
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
市
域
内
に
お
け
る
土
地

の
状
況
や
市
財
政
等
を
勘
案
し

た
上
で
可
能
な
限
り
努
力
す
る
。

質
問　
産
後
育
児
や
３
歳
ま
で

の
家
庭
内
育
児
等
、
家
庭
で
子

育
て
を
し
て
い
る
父
母
へ
の
支

援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
地
域
で
の
子
育
て
に
母

親
、
父
親
を
は
じ
め
、
誰
も
が

か
か
わ
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う

あ
る
。
学
校
と
学
校
関
係
者
が
、

設
置
の
効
果
が
高
い
と
考
え
る

場
所
の
選
定
作
業
に
入
っ
て
い

る
。
カ
メ
ラ
の
設
置
に
当
た
っ

て
は
設
置
付
近
の
住
民
へ
防
犯

カ
メ
ラ
の
有
効
性
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
丁
寧

に
説
明
を
す
る
。

質
問　
生
活
困
窮
者
へ
の
早
期

支
援
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
生
活
に
関
す
る
心
配
や

不
安
に
つ
い
て
は
、
保
谷
庁
舎

１
階
に
開
設
し
た
生
活
サ
ポ
ー

ト
相
談
窓
口
に
ま
ず
は
御
相
談

い
た
だ
き
た
い
。

質
問　
障
が
い
者
の
差
別
解
消

の
第
一
歩
は
、
地
域
で
と
も
に

活
動
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長　
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
中
で
地
域
の
方
々
が

避
難
所
運
営
に
必
要
な
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
交
換
を
行
い
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
や
避
難
施
設
開
設

訓
練
な
ど
に
協
議
会
委
員
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　
災
害
時
用
特
設
公
衆
電

話
に
つ
い
て
内
容
を
伺
う
。

市
長　
市
立
小
中
学
校
へ
避
難

し
た
際
の
安
否
等
の
連
絡
手
段

を
確
保
す
る
た
め
に
設
置
す
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
一
般
電

話
の
通
話
は
制
御
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
が
、
特
設
公
衆
電
話
は

災
害
時
優
先
電
話
で
あ
る
た
め
、

通
話
制
御
を
受
け
る
こ
と
な
く

利
用
で
き
る
。

質
問　
全
市
立
小
学
校
の
通
学

路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ

い
て
問
う
。

教
育
長　
平
成
28
年
度
は
９
校

の
通
学
路
に
設
置
す
る
予
定
で

質
問　
平
成
27
年
度
末
策
定
の

西
東
京
市
総
合
戦
略
に
つ
い
て
。

市
長　
将
来
進
む
べ
き
方
向
と

シ
ナ
リ
オ
を
示
し
た
戦
略
で
あ

り
、
計
画
に
位
置
付
け
た
施
策

や
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

質
問　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
行
財
政
改
革
推
進
本
部

に
お
け
る
各
実
施
項
目
の
評
価

や
行
財
政
改
革
委
員
会
か
ら
の

意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
新
規

実
施
項
目
の
追
加
や
制
度
見
直

し
等
も
検
討
し
改
善
に
努
め
る
。

質
問　
各
避
難
所
運
営
協
議
会

に
対
す
る
市
の
支
援
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

市
長　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

や
、
防
災
備
蓄
品
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
説
明
を
行
う
な
ど
、

連
携
、
協
力
を
強
化
し
な
い
か
。

市
長　
主
に
市
内
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
へ
は
介
護
予
防
講
座
と
し

て
プ
ー
ル
で
の
運
動
や
各
種
運

動
な
ど
を
委
託
し
て
い
る
。
民

間
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
協
定

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

＊
第
四
次
事
業
化
計
画

都
市
計
画
道
路
を
計
画

的
、効
率
的
に
整
備
す
る
た

め
に
、東
京
都
と
市
が
連
携

し
、優
先
的
に
整
備
す
べ
き

路
線
を
定
め
た
も
の
。

用
語
の
解
説

議会 NEWS ③

そ
の
他
質
問
等

◇
高
齢
化
に
伴
い
相
談
件
数
が

年
々
増
加
す
る
市
内
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

2
0
2
5
年
を
見
据
え
た
認
知

症
に
対
す
る
体
制
、
取
り
組
み

を
強
化
せ
よ
。

＊
食
品
ロ
ス

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と
。

日
本
で
は
年
間
642
万
ト
ン
の

食
品
ロ
ス
が
出
て
い
る（
農

林
水
産
省
及
び
環
境
省「
平

成
24
年
度
推
計
」に
よ
る
）。

こ
の
内
約
半
分
は
一
般
家
庭

か
ら
の
も
の
で
、家
庭
で
の
一

人
当
た
り
の
年
間
食
品
ロ

ス
量
は
、茶
碗
164
杯
分
の
ご

は
ん
に
相
当
す
る
。

平成27年5月13日 鹿児島県 指宿市 地域協議体に関する取り組みについて

平成27年5月21日 奈良県 奈良市 ワクチンマネージャーについて

平成27年7月13日 東京都 東久留米市 街路灯ＬＥＤ化事業について

平成27年8月4日 愛知県 岡崎市 ひばりヶ丘駅北口整備事業について

平成27年8月21日 東京都 武蔵野市 児童下校時の防災無線の活用について

平成27年10月5日 石川県 能美市 生活困窮者自立支援事業について

平成27年10月28日 愛知県 豊明市 公共施設の適正配置等を推進するための実行計画について

平成27年10月22日 埼玉県 越谷市 地下貯留槽について

年　　月 都道府県 市町村名 視　 察　 目　 的

代表質問（5）、用語の解説、議会NEWS ③

平成27年度の視察受け入れ状況を報告します

平成28年5月15日　 発行 第69号 （６）

西東京市



保谷庁舎2階に開設した建築指導準備課

市
の
将
来
を
見
据
え
田
無
庁
舎
敷
地
に

５
施
設
合
築
複
合
化
庁
舎
を
！

納
田　
さ
お
り
（
無
所
属
）

３
館
合
築
と
庁
舎
問
題
の
根
は
同
じ

重
要
施
策
は
不
確
定
要
素
を
排
除
せ
よ

森　
て
る
お
（
無
所
属
）

５
施
設
合
築
複
合
化
案
と
保
谷

庁
舎
総
合
ケ
ア
タ
ウ
ン
構
想

質
問　

３
館
合
築
複
合
化
と
庁

舎
統
合
は
、
田
無
駅
南
部
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
て
行

う
べ
き
だ
。
に
ぎ
わ
い
創
出
の

核
と
な
る
大
ホ
ー
ル
設
置
を
前

提
に
、
庁
舎
・
市
民
会
館
・
中

央
図
書
館
・
田
無
公
民
館
・
イ

ン
グ
ビ
ル
の
５
施
設
の
複
合
施

設
を
田
無
庁
舎
敷
地
内
に
建
設

す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
市
民

会
館
と
イ
ン
グ
ビ
ル
跡
地
は
統

合
建
物
の
建
設
財
源
と
し
、
解

体
さ
れ
る
保
谷
庁
舎
に
市
民
ニ

ー
ズ
が
高
ま
る
全
世
代
対
応
型

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
24
時
間
対
応
型
総
合
ケ

ア
タ
ウ
ン
の
設
立
を
提
案
す
る
。

答
弁　
田
無
庁
舎
を
活
用
し
た

暫
定
的
な
対
応
方
策
を
当
面
の

方
策
と
す
る
、
平
成
45
年
度
を

目
途
に
統
合
を
目
指
す
、
市
中

心
エ
リ
ア
で
の
統
合
を
検
討
す

る
を
３
つ
の
基
本
方
針
と
す
る
。

意
見　
超
高
齢
社
会
の
平
成
42

年
ご
ろ
に
市
中
心
部
に
土
地
を

購
入
す
る
財
政
的
余
裕
は
な
く
、

仮
設
庁
舎
を
建
設
す
る
暫
定
案

に
財
政
的
優
位
性
は
な
い
。

そ
の
他
質
問
等　

◇
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ

ィ
首
長
研
究
会
へ
の
加
盟
に

つ
い
て

◇
多
病
社
会
支
援
に
つ
い
て

◇
西
東
京
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ

い
て

◇
若
者
の
支
援
に
つ
い
て

◇
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て

質
問　

３
館
合
築
と
庁
舎
統
合

は
決
定
が
先
送
り
さ
れ
た
。
評

価
す
る
が
、
進
め
方
や
施
策
に

は
問
題
が
あ
る
。
方
針
転
換
の

検
討
中
に
開
い
た
２
回
の
委
員

会
で
無
駄
な
議
論
を
さ
せ
た
。

市
長　
耐
震
補
強
せ
ず
、
市
民

会
館
の
建
て
替
え
で
の
解
決
を

図
っ
た
。
条
例
に
基
づ
き
市
民

参
加
を
実
施
し
て
き
た
。
議
会

に
は
可
能
な
限
り
情
報
提
供
し

た
。
情
報
の
共
有
が
重
要
だ
。

質
問　
何
が
問
題
で
の
方
針
転

換
か
。
３
館
合
築
に
は
市
民
合

意
、
庁
舎
に
は
３
館
合
築
と
い

う
不
確
定
要
素
が
あ
っ
た
。
暫

定
案
は
市
中
心
エ
リ
ア
に
適
地

が
な
い
の
が
不
確
定
要
素
。
中

心
エ
リ
ア
に
来
る
か
ら
暫
定
案

も
仕
方
な
い
と
考
え
る
市
民
に

20
年
越
し
の
う
そ
を
つ
く
の
か
。

部
長　
合
築
の
懇
談
会
は
市
民

参
加
の
一
つ
。
提
言
を
踏
ま
え

て
庁
内
で
検
討
し
た
後
市
民
参

加
手
続
き
を
と
る
。
庁
舎
は
方

針
を
決
め
て
基
本
構
想
を
つ
く

る
。
暫
定
案
は
非
常
に
正
し
い
。

質
問　
あ
な
た
に
聞
い
て
な
い
。

不
確
定
要
素
を
施
策
に
入
れ
た

か
ら
方
針
変
更
に
至
っ
た
。

部
長　
議
会
と
の
関
係
で
は
資

料
を
提
出
し
て
議
論
し
て
き
た
。

質
問　
ま
た
補
助
職
員
。
官
僚

主
導
か
。
市
長
は
意
見
が
な
い

の
か
。
先
送
り
し
た
理
由
は
。

市
長　
重
い
決
議
を
も
ら
っ
た
。

熟
慮
の
結
果
、
行
政
の
責
任
で

決
断
す
る
こ
と
に
し
た
。
庁
舎

暫
定
案
で
は
３
館
合
築
に
よ
ら

ず
、
周
辺
部
な
ど
を
検
討
す
る
。

「
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
」

【
説
明
】
本
条
例
は
、
地
方
公

共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
、
任
期
を
限
っ
た
一
般

職
の
職
員
の
採
用
が
可
能
と
な

っ
た
。

　
制
度
の
目
的
は
、
多
様
化
、

高
度
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
質
の
高
い
人
材
の

育
成
を
確
保
し
、
多
様
な
人
材

を
採
用
す
る
手
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
性
に
沿

っ
た
登
用
を
推
進
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
具
体
的
な
職
種
の
イ
メ
ー

ジ
は
。

答　
特
定
任
期
付
の
職
員
は
、

弁
護
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
、

一
般
任
期
付
の
適
用
と
し
て
、

建
築
主
事
の
資
格
を
お
持
ち
の

方
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
顧
問
弁
護
士
と
の
す
み
分

け
は
。

答　
顧
問
弁
護
士
は
行
政
関
係

法
の
知
識
や
、
こ
れ
ま
で
培
っ

た
経
験
の
豊
富
さ
は
大
き
な
利

点
で
あ
り
、
任
期
付
職
員
と
し

て
弁
護
士
を
採
用
し
た
後
も
、

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
的
な
役

割
や
、
重
要
な
訴
訟
案
件
に
つ

い
て
は
期
待
を
す
る
こ
と
が
大

き
い
。

問　
専
門
性
を
持
っ
た
建
築
主

事
の
必
要
性
は
。

答　
建
築
指
導
の
事
務
が
東
京

都
か
ら
移
管
さ
れ
る
。
特
定
行

政
庁
と
な
る
た
め
に
は
建
築
主

事
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
が
複

数
必
要
と
な
る
。
建
築
確
認
に

係
る
総
合
的
な
判
断
を
行
う
た

め
に
相
当
の
経
験
を
要
す
る
も

の
で
あ
り
、
庁
内
の
技
術
職
の

職
員
が
す
ぐ
に
取
得
で
き
る
資

格
で
は
な
い
た
め
に
、
職
員
の

育
成
を
含
め
て
、
建
築
技
術
の

建
築
主
事
と
し
て
の
任
期
付
職

員
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

 

「
難
病
者
福
祉
手
当
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
西
東
京
市
保
健
福
祉

審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
難

病
者
福
祉
手
当
の
支
給
要
件
等

を
改
正
す
る
も
の
で
、
改
正
の

主
な
内
容
と
し
て
は
、
所
得
制

限
額
超
過
者
、
施
設
入
所
者
及

び
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
受
給

者
に
は
、
手
当
を
支
給
し
な
い

こ
と
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
今
回
の
所
得
制
限
基
準
額

の
根
拠
は
あ
る
の
か
。

答　
他
の
障
害
者
関
係
の
医
療

の
助
成
、
ま
た
、
心
身
障
害
者

福
祉
手
当
同
等
の
基
準
額
と
考

え
て
い
る
。

問　
新
た
に
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ

た
難
病
患
者
の
方
と
い
う
の
は

ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

答　
難
病
の
方
で
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
給
し
て
い
る
実
人

数
と
し
て
は
、
現
在
127
名
の
方

が
、
介
護
給
付
ま
た
は
、
補
装

具
、
日
常
生
活
用
具
等
々
の
給

付
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
方
た
ち
も
全
て
身
体
障
害

者
手
帳
や
、
知
的
障
害
者
手
帳

等
々
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
現

状
、
難
病
だ
け
で
と
い
う
方
は

い
な
い
。

問　
難
病
者
福
祉
手
当
の
支
給

の
理
由
は
何
か
。

答　
医
療
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
が

難
病
の
方
に
は
行
き
届
い
て
い

な
い
中
で
、
各
市
の
単
独
事
業

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
難
病
者
手

当
、
特
殊
疾
病
手
当
等
々
を
創

設
し
た
。

問　
併
給
し
な
い
理
由
は
何
か
。

答　
新
法
の
施
行
に
よ
り
難
病

の
対
象
範
囲
が
拡
大
す
る
見
込

み
だ
が
、
制
度
を
廃
止
す
る
と

い
う
選
択
肢
で
は
な
く
、
難
病

の
方
を
総
合
的
に
支
援
し
、
制

度
を
維
持
す
る
た
め
。

【
結
果
】
可
否
同
数
に
よ
り
、

委
員
長
が
本
案
に
対
す
る
可
否

を
裁
決
し
、
可
決

「
昭
和
病
院
企
業
団
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約
」

【
説
明
】
企
業
団
の
構
成
団
体

か
ら
武
蔵
村
山
市
が
脱
退
す
る

こ
と
に
伴
い
規
定
か
ら
武
蔵
村

山
市
を
除
く
も
の
。
あ
わ
せ
て

議
員
の
定
数
を
16
人
か
ら
14
人

に
改
め
る
も
の
。
施
行
日
は
、

平
成
29
年
４
月
１
日
と
す
る
も

の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
今
後
も
脱
退
す
る
市
が
武

蔵
村
山
に
続
く
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
す
る
が
、
残
る
構
成
７

「
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
中
小
企
業
事
業
者
に

対
す
る
特
別
措
置
（
中
小
企
業

特
別
対
策
運
転
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
）
を
延
長
す
る
ほ
か
、

現
行
の
創
業
融
資
制
度
を
拡
充

す
る
た
め
に
改
正
を
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
特
定
事
業
資
金
の
融
資
あ

っ
せ
ん
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書
を
受
け
る
要
件
は
。

答　
創
業
に
関
す
る
知
識
を
全

て
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

経
営
・
財
務
・
人
材
育
成
・
販

路
開
拓
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
シ

リ
ー
ズ
形
式
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受

け
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
申
請

に
基
づ
い
て
証
明
書
を
発
行
す

る
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　
既
存
の
制
度
と
、
中
小
企

業
特
別
対
策
運
転
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
制
度
の
違
い
は
。

答　
利
子
補
給
の
優
遇
、
住
所

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

用
件
の
緩
和
、
措
置
期
間
の
延

長
を
盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
セ

ミ
ナ
ー
等
の
受
講
が
前
提
と
な

る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
農
業
委
員
会
の
委
員
定
数
条

例
」

【
説
明
】
現
在
の
農
業
委
員
会

の
委
員
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員

及
び
選
任
に
よ
る
委
員
で
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
農
業
委

員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
よ
り
、
選
挙
に
よ
る
委
員
は

公
選
制
が
廃
止
さ
れ
、
市
長
が

任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新

法
で
は
、
委
員
の
定
数
は
条
例

で
定
め
る
と
あ
り
、
委
員
の
総

数
を
条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ

る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
法
改
正
の
理
由
は
。

答　
農
業
委
員
会
に
お
け
る
業

務
、
経
営
基
盤
の
拡
大
や
農
地

の
集
団
化
、
新
規
参
入
等
の
促

進
等
に
よ
る
農
地
利
用
の
効
率

化
、
高
度
化
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
一
言
で
言
え
ば
「
最
適

化
」
に
つ
い
て
の
業
務
を
農
業

委
員
会
と
し
て
も
担
う
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。

問　
農
業
委
員
の
構
成
は
ど
う

変
わ
る
の
か
。

答　
現
在
は
選
挙
に
よ
り
、
農

業
者
が
市
内
14
地
区
か
ら
14
名
、

農
業
協
同
組
合
の
関
係
か
ら
２

名
、
議
会
か
ら
３
名
で
あ
る
。

今
後
は
、
14
地
区
か
ら
農
業
者

の
選
出
、
農
業
協
同
組
合
の
関

係
か
ら
の
推
薦
が
２
名
、
そ
の

他
公
募
を
含
め
３
名
程
度
と
想

定
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、

原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会

で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
に
お
け
る
運
営
の
安
定
的
な

確
保
や
、
や
め
な
い
た
め
の
取

り
組
み
や
工
夫
は
あ
る
の
か
。

答　
昭
和
病
院
は
、
２
次
医
療

圏
が
３
つ
に
ま
た
が
る
状
況
で
、

医
療
圏
が
異
な
る
自
治
体
が
企

業
団
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
で
、

脱
退
の
動
き
は
こ
れ
ま
で
も
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
段

階
で
追
随
し
た
い
と
表
明
し
て

い
る
自
治
体
は
、
基
本
的
に
は

な
い
。
運
営
に
つ
い
て
は
、
28

年
度
ま
で
従
来
の
負
担
割
合
の

中
で
行
い
、
29
年
度
以
降
、
７

市
で
の
負
担
割
合
を
考
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
が
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
28
年
度
に
、
分
布
金
の
負

担
割
合
だ
け
の
話
で
は
な
く
、

今
後
の
昭
和
病
院
に
つ
い
て
も

含
め
て
、
検
討
段
階
に
入
っ
て

い
く
状
況
に
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

一般質問、委員会の審査から

第69号 （７）

西東京市



民生費
366億4,853万円（52.4％）
前年度比　＋3.0％
高齢者・障害者へのサービス、
子育て支援、生活保護など

市税
312億6,974万円（44.7％）
前年度比　＋2.4％
市民税、固定資産税など

国庫支出金
114億6,556万円（16.4％）
前年度比　＋1.1％
使い方が決められている
国からの補助金など

教育費
67億2,731万円（9.6％）
前年度比　－42.7％
小中学校やスポーツ施設
の運営費など

総務費
61億2,175万円（8.7％）
前年度比　－15.3％
職員の人件費、
コミュニティの推進など市債

40億8,940万円（5.8％）
前年度比　－58.7％
学校建設などの借入金

都支出金
87億1,468万円（12.5％）
前年度比　＋4.4％
使い方が決められている
都からの補助金など

繰入金
33億5,857万円（4.8％）
前年度比　－17.8％
基金（市の貯金）からの
取りくずしなど

地方交付税
30億7,000万円（4.4％）
前年度比　－13.9％
使い方が決められていない
国からの交付金

地方消費税交付金
38億9,600万円（5.6％）
前年度比　－1.6％
消費税のうち地方に配分
されるものなど

分担金及び負担金
9億2,169万円（1.3％）
前年度比　－2.3％
保育料など

使用料及び手数料
6億8,446万円（1.0％）
前年度比　＋3.8％
市民会館などの使用料、
ごみ収集手数料など

諸収入
5億7,584万円（0.8％）
前年度比　－1.2％
預金利子、
各種サービス負担金など

その他
19億4,606万円（2.8％）
前年度比　－17.1％
市有地の売却による収入
や寄附金など

土木費
57億191万円（8.1％）
前年度比　－18.1％
道路や公園の整備など

公債費
65億4,363万円（9.3％）
前年度比　＋2.0％
借入金の返済など

衛生費
48億9,906万円（7.0％）
前年度比　－0.7％
ごみ収集、健康促進など

消防費
24億5,236万円（3.5％）
前年度比　－2.0％
防災対策など

議会費
4億7,210万円（0.7％）
前年度比　－6.8％
議会の運営費、議員の報酬など

その他
4億2,535万円（0.6％）
前年度比　＋3.7％
商店街や農業の振興など

会 

議 

の 

開 

催 

状 

況

18
日　
庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会

８
日　
文
教
厚
生
委
員
会

15
日　
全
員
協
議
会

16
日　
庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
会
派
代
表
者
会
議

26
日　
第
１
回
定
例
会
・
本
会
議
（
施
政
方
針
、
議
案
等
上
程

〜
議
決
、
付
託
）、
予
算
特
別
委
員
会
（
正
副
委
員
長

互
選
・
理
事
会
）、
議
会
報
編
集
委
員
会

29
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
）

１
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
）

２
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
）

３
日　
本
会
議
（
代
表
質
問
、
一
般
質
問
）

４
日　
予
算
特
別
委
員
会

７
日　
予
算
特
別
委
員
会

８
日　
庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会

９
日　
本
会
議
（
委
員
会
審
査
報
告
〜
議
決
）、
議
会
運
営
委

員
会
、
庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別
委
員
会

10
日　
文
教
厚
生
委
員
会
、
建
設
環
境
委
員
会

11
日　
企
画
総
務
委
員
会

14
日　
議
会
運
営
委
員
会

16
日　
予
算
特
別
委
員
会

17
日　
予
算
特
別
委
員
会

18
日　
予
算
特
別
委
員
会

22
日　
予
算
特
別
委
員
会

23
日　
予
算
特
別
委
員
会

24
日　
予
算
特
別
委
員
会

25
日　
予
算
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
予
算
特
別
委
員
会

30
日　
本
会
議
（
委
員
会
審
査
報
告
、
議
員
提
出
議
案
等
上
程

〜
議
決
）、
議
会
運
営
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会

◆
一
般
会
計（
第
３
号・第
４
号
）

【
説
明
】
第
３
号
は
、
執
行
実

績
及
び
見
込
み
額
を
精
査
し
歳

入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
５
億

１
千
819
万
３
千
円
減
額
し
た
も

の
。
第
４
号
は
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
の
交
付
決
定
に
伴
い

下
野
谷
遺
跡
関
連
事
業
を
実
施

す
る
た
め
歳
入
歳
出
予
算
を
そ

れ
ぞ
れ
５
千
444
万
４
千
円
増
額

平
成
28
年
度
当
初
予
算

平
成
27
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計

【
説
明
】
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
699

億
９
千
200
万
円
と
定
め
る
。
債

務
負
担
行
為
は
、
庁
舎
事
務
機

器
等
リ
ー
ス
料
な

ど
23
件
を
予
定
し

て
い
る
。
地
方
債

は
、
ひ
ば
り
が
丘

福
祉
会
館
耐
震
補

強
事
業
な
ど
13
事

業
、
40
億
８
千
940

万
円
の
借
入
限
度

額
を
予
定
し
て
い
る
。
一
時
借

入
金
の
最
高
額
は
、
60
億
円
と

定
め
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
市
税
の
増
加
要
因
及
び
交
付

税
の
減
少
に
よ
る
今
後
の
財

政
運
営
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
設
計

と
返
礼
品
の
考
え
方
に
つ
い

て
・
合
築
複
合
化
基
本
プ
ラ
ン
策

定
支
援
委
託
の
積
算
内
訳
、

課
題
、
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
と

現
行
の
シ
ス
テ
ム
と
の
併
用

期
間
、
コ
ス
ト
の
問
題
、
費

用
対
効
果
に
つ
い
て

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

の
取
り
組
み
の
評
価
と
相
談

の
状
況
に
つ
い
て

・
が
ん
検
診
事
業
の
考
え
方
と

今
後
の
取
り
組
み
、
周
知
に

つ
い
て

・
妊
娠
か
ら
出
産
、
そ
れ
以
降

も
含
め
た
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て

・
柳
泉
園
組
合
負
担
金
の
今
後

の
動
向
に
つ
い
て

・
農
地
活
用
・
農
業
交
流
事
業

の
農
家
の
視
点
に
立
っ
た
取

り
組
み
と
相
互
連
携
協
力
に

つ
い
て

・
女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー
ト
推

進
事
業
の
ニ
ー
ズ
分
析
、
目

標
、
効
果
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業
費
の
増
要
因
、
料
金
の
考

え
方
、今
後
の
課
題
に
つ
い
て

・
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
事
業
費
負
担
割

合
の
考
え
方
に
つ
い
て

・
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事

業
の
仕
組
み
、
周
知
方
法
、

事
業
展
開
に
つ
い
て

・
泉
小
の
校
庭
の
地
域
開
放
の

手
続
、
周
知
に
つ
い
て

・
通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
の
犯
罪

抑
止
効
果
の
高
め
方
に
つ
い

て
・（
仮
称
）第
10
中
学
校
の
複
合

化
の
検
討
、
地
域
と
の
連
携
、

緑
道
公
園
と
の
連
続
性
に
つ

い
て

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

国民健康保険特別会計

下水道事業特別会計

駐車場事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

会　 計　 区　 分

一　 般　 会　 計

特　 別　 会　 計

合　　　　　　計

平成27年度予算額

 762億7,100万円 699億9,200万円 △8.2％

 448億8,892万円 461億5,867万円 2.8%

 226億3,379万円 229億3,607万円 1.3%

 34億1,816万円 33億6,758万円 △1.5%

 1億2,305万円 1億3,205万円 7.3%

 144億9,111万円 154億7,695万円 6.8%

 42億2,282万円 42億4,602万円 0.5%

 1,211億5,992万円 1,161億5,067万円 △4.1%

平成28年度予算額 伸び率

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。

一般会計・特別会計予算比較表

一般会計歳入・歳出予算の内訳
第
１
回
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
５
つ
の
特
別
会

計
の
予
算
を
、
３
月
16
日
か
ら
28
日
ま
で
の
間
、
予
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
３
月
４
日
、７
日
及
び
30
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
し
い
内
容
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。
会
議
録
の
発
行
予
定
等
に
つ
い
て
は
10
面
「
会

議
録
の
公
開
予
定
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
た
も
の
。
歳
入
歳
出
予
算
は

そ
れ
ぞ
れ
775
億
６
千
334
万
４
千

円
と
な
る
。

【
主
な
質
疑
項
目
】

・
財
産
貸
付
収
入
と
財
産
処
分

返
還
金
の
関
係
及
び
国
・
都

と
の
調
整
に
つ
い
て

・
一
般
寄
附
金
及
び
人
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ

る
寄
附
金
の
内
訳
に
つ
い
て

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対

策
事
業
費
の
財
源
、
市
の
責

任
、
危
機
管
理
に
つ
い
て

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事

業
費
の
申
請
実
績
、
評
価
、

改
善
に
つ
い
て

・
合
築
複
合
化
基
本
プ
ラ
ン
策

定
支
援
委
託
料
の
増
減
内
訳
、

委
託
の
メ
リ
ッ
ト
、
評
価
に

つ
い
て

・
保
育
所
の
定
員
拡
充
の
状
況

と
計
画
と
の
乖
離
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て

・
繰
越
明
許
費
の
根
拠
に
つ
い
て

【
結
果
】
第
３
号
は
賛
成
多
数

で
可
決
、
第
４
号
は
賛
成
全
員

で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

歳入 歳出

（
平
成
28
年
１
月
〜
３
月
）

予算特別委員会の審査から、会議の開催状況

１
月

２
月

３
月

平成28年5月15日　 発行 第69号 （8）

西東京市



賛成生活者ネットワーク 後藤　ゆう子

市は覚悟をもって地域づくりに踏み出せ
民生費が市税収入を上回る予算が常態化している。歳出の効率化とあわ

せ、10～20年後の将来像を見据えた地域づくりに全力で取り組むべきだ。
①介護保険は、地域の支え合いと在宅介護へ大きくかじを切る。市は覚悟
をもって、担い手の発掘・育成と他職種連携の仕組みづくりに全力を注ぐ
べきだ。②子どもの虐待防止で教育と福祉の連携が進むが、子どもの貧困
対策は不十分。直ちに連携支援に取りかかるべきだ。③関係各位に不自由
な議論を強いた市民会館の合築基本プラン懇談会は、市民参加手続の正し
い形とは認められない。これを機に、大きく軌道修正を図るべきだ。懇談
会提言と市民合意手続きの行方を厳しく注視すると宣言し、賛成とした。

賛成無所属 納田　さおり

厳しい査定で財政抑制、しがらみはＮＯ
２年連続で予算膨張に手がつけられない財政危機を理由に反対してきた
ため、賛成の結論に至るまでは市民とともに財政的検証をさまざま行った。
前年度予算との全件突合わせから予算査定が厳しく行われた形跡が各所に
見られ、結果約８億5,000万円の財政抑制が図られ財政健全運営に向けた
市職員の努力を高く評価する。今後削減の影響が出ると思うが、職員の創
意工夫と努力で乗り切っていくことを応援する。一方で丸山市政のしがら
み予算はこの期に及んでなくならず一例として勤労者福祉サービスセンタ
ー補助金は前年度比202.7％。今後も厳しいチェックが必要だ。なお飲料
水避難所防災備蓄に進展的な答弁が初めて示されたことを評価する。

無所属 森　てるお 賛成民主改革フォーラム 坂井　かずひこ

総括質疑回答に沿った行政執行に期待
第4次行財政改革大綱アクションプランに積極的に取り組むことにより
総合計画や総合戦略の実現に向けた財源を確保し安定的で自立的な行財政
運営を確立し、我が会派が予算特別委員会で示した総括質疑に対する回答
に沿った本年度の行政執行に期待するとともに、個々の政策においてはが
ん検診無料のうち2がんを有料、難病者福祉手当条例の改正など、考えよ
うによっては、本年度の政策は市長の目指す健康都市に逆行しているよう
にも見えるが、現在また今後の西東京市の財政状況を鑑みると、事業を持
続することこそが事業を後退させないことであるとの考えを理解し、賛成
討論とする。

反対

反対

統一会派みらい 桐山　ひとみ

市民のための市政運営を求める
健康都市を前へ前へ進めるという市長公約に逆行する健康・福祉分野の

後退、丸山色ゼロの予算に愕然とした。我々は市民の声を活かし、住民の福
祉を守るために、引き続き行政主導で進められる3館合築複合化にかかわる
予算を撤回し、これまで健康都市のシンボルとなっていた任意の2がん検診
の無料化継続と難病者福祉手当のこれまでどおりの支給を求めて予算編成
の組み替えを求める動議を提出した。また、新規の市政モニター制度は恣意
的な運用を危惧している。10中の給食室設置は実施設計に盛り込むべきだ。
泉小跡地活用は地域要望に応えること、ひばりヶ丘駅北口エレベーター・
エスカレーター設置工事の負担軽減等、市民のための市政運営を求める。

総体的に抑制的な内容だが、人件費、扶助費、公債費といった義務的経
費が全て増となっており、財政の硬直化は依然として大きな課題で、厳し
い財政状況であることに変わりない。検診による死亡率減少効果が認めら
れていない前立腺がんと喉頭がん検診は無料化継続の優先順位は低い。利
用者負担制度の導入は当然である。難病者福祉手当については、難病認定
者の拡大とともに、手当支給額も伸びた。持続可能な制度とするため、一
定の制限を設けることはやむを得ない。３館合築複合化については、市民
会館が新しく生まれ変わることに期待する市民もいる。特定の声の大きい
市民ではなく、大多数の普通の市民のことを考慮した進め方を期待する。

変な予算は議会全体でチェックしよう
補助金の見直しで、勤労者福祉サービスセンター補助金を即座にやめな

ければならない。現在の会員は1,500人余、会費収入は900万円。他方、
人件費は1,100万円。事業体として成り立っていない。この団体に1,250
万円もの補助金が予定されている。議会が認めるなんて想像できない。行
政は何を考えているのか。
市が事業費を丸抱えしているか、それとも人件費を丸ごと負担し、市の

外に定員外の職員を雇っているようなものだ。行政が定数管理、定員適正
化などと言っても全てまやかしになってしまうだろう。具体的に触れた以
外にも多々問題がある。この予算には反対だ。

賛成自由民主党西東京市議団 保谷　なおみ

市民が納得できる税金の使い方を求める

反対日本共産党西東京市議団 藤岡　智明

暮らし、命守る自治体の役割果たせ !
◎喉頭がん、前立腺がん検診の個人負担導入、難病者福祉手当支給所得

制限・併給制限、国保料、保育料の連続引き上げなど、市民負担増とサー
ビス低下の強行は、市民の暮らしを守る自治体の役割を投げ捨てるもの◎
３館合築複合化のトップダウンによる押しつけはやめ、白紙撤回すべきで、
基本プラン策定予算計上は必要ない◎認可保育園増設や就学援助入学時の
前倒し支給と制度周知徹底、学校司書1校1名配置、学習支援員全学年配
置で、貧困から子どもを守る施策強化を◎リスクの高いマイナンバー制度
の関連予算は凍結すること。市広報による自衛官募集記事掲載は憲法違反
の安全保障法制の施行につながり、中止を求める。

賛成西東京市議会公明党 藤田　美智子

少子高齢社会の将来に万全の備えを !
公明党がこれまで研鑽を重ね、粘り強く要望してきた30項目の事業予算

（待機児解消14施設の開設準備/妊娠期からの切れ目のない母子支援/子育
てショートステイの拡充／通学路の防犯カメラ設置／介護ボランティアポ
イント制度開始/商店街街路灯ＬＥＤ化の補助/証明書のコンビニ発行等々）
が反映された。費用対効果、市民生活への影響、行財政改革の取り組みを精
査した結果、少子高齢社会の将来にも備えた経営発想の業務改革による８
億5,000万円の経費抑制も評価する。３館合築は「公明党意見6項目」の丁寧
な議論を望む。公明党の膨大な市民相談から得られた、各事業の課題を指摘
し具体的提案もしてきた。 改善に向けた不断の努力を求め、賛成とする。

平成28年度一般会計当初予算に対する3月30日の本会議での、各会派及び無所属議員による討論の概要をお
知らせします。
◇討論の詳しい内容は会議録に掲載します。会議録の発行予定等については10面「第１回定例会会議録の公開予
定」をご覧ください。

当初予算に対する各会派の討論
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○
西
東
京
市
合
築
複
合
化
に
か

か
わ
る
陳
情　
（
企
画
総
務
）

○
田
無
公
民
館
・
中
央
図
書
館

の
市
民
会
館
へ
の
合
築
複
合

化
案
に
関
す
る
請
願

○
３
館
合
築
複
合
化
案
に
関
す

る
陳
情

○
中
央
図
書
館
・
田
無
公
民
館

を
現
在
の
場
所
に
存
続
さ
せ

る
こ
と
の
陳
情

○
３
館
合
築
複
合
化
に
関
す
る

陳
情

○
３
館
合
築
の
棚
上
げ
に
関
す

る
陳
情（
以
上
、
文
教
厚
生
）

編
集
後
記

熊
本
を
中
心
と
し
た
九
州
地

方
の
地
震
は
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
も
に
、被
災
者
の
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本
市
議
会
で
も
防
災
対
策
に

つ
い
て
、よ
り
一
層
、取
り
組
む

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、新

し
い
事
業
も
始
ま
り
ま
し
た
。安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
西
東

京
市
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
、皆
様
に
わ

か
り
や
す
い
紙
面
に
な
る
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
意

見・ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
O
）

国
民
健
康
保
険
料
の
負
担
軽
減

を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣

子
ど
も
の
貧
困
を
支
援
す
る
団

体
へ
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意

見
書

【
提
出
先
】
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣

■
第
２
回
定
例
会
は
６
月
３
日

（
金
）
か
ら
開
催
予
定

　
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
請
願
・
陳
情
の
提
出
は
５
月

27
日
（
金
）
ま
で

　
請
願
・
陳
情
は
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
が
、
第
２
回
定

例
会
中
に
審
査
を
行
う
た
め
に

は
、
５
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ホームページ冊子版

・常任委員会
・議会運営委員会
・庁舎統合方針検討
　特別委員会

・本会議

会議名

・予算特別委員会

・情報公開コーナー
・議会図書室

・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館

5月下旬

8月下旬

5月中旬

8月上旬

第
１
回
定
例
会

　　
会
議
録
の
公
開
予
定

・一般会計（第３号）
・国民健康保険特別会計（第２号）
・下水道事業特別会計（第２号）
・介護保険特別会計（第２号）
・後期高齢者医療特別会計（第２号）
・一般会計（第４号）
・一般会計
・国民健康保険特別会計
・下水道事業特別会計
・駐車場事業特別会計
・介護保険特別会計
・後期高齢者医療特別会計
・行政不服審査に関する条例
・行政不服審査法の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例
・一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例
・職員の退職管理に関する条例
・職員の配偶者同行休業に関する条例
・農業委員会の委員定数条例
・まちづくり整備基金条例
・個人番号の利用に関する条例
・一般職の職員の給与に関する条例
・職員退職手当支給条例
・人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
・職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例
・証人等の費用弁償に関する条例
・議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条
例
・国民健康保険条例
・指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例
・指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
・難病者福祉手当条例
・放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め
る条例
・中小企業事業資金融資あっせん条例
・消費者センター条例
・東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約
・昭和病院企業団規約の一部を変更する規約
・昭和病院企業団脱退に伴う財産処分について
・西東京市、柳泉園組合及び多摩六都科学館組合公平委員会委
員の選任につき同意を求めることについて
・教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（2
件）
・固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること
について（3件）
・国民健康保険料の負担軽減を求める意見書
・子どもの貧困を支援する団体への財政支援を求める意見書
・電力小売の全面自由化に伴い、消費者の選択の自由を実質的
に確保するための電源構成等の情報開示の義務化を求める意
見書

無
所
属
②（
１
）

無
所
属
①（
１
）

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
２
）

民
主
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム（
３
）

統
一
会
派
み
ら
い（
４
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
８
） ※

１

結　
　
　
　
果

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

否
決

同
意

第1回定例会 議案の議決結果一覧 ○賛成　╳反対　△一部反対

当
初
予
算

(

平
成
28
年
度)

補
正
予
算

(

平
成
27
年
度)

条
例
制
定

条
例
改
正

そ
の
他

議
員
提
出
議
案

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

賛成全員

※１ 議長は採決に加われないため、採決時は7名。

会　　派
( ) は所属議員数

件　　名

○ ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ○

○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ╳ ○
○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ╳ ○ ○ ╳ ╳ ○

○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ╳ ╳ ○ ╳ ╳ ○

╳ ╳ ○ △ ○ ○ ○ ○

╳ ╳ ○ △ ╳ ○ ○ ○

４
月
14
日
以
降
、
熊
本
・
大
分
地
方
を

中
心
に
相
次
ぎ
発
生
し
た
地
震
は
、
地
域

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

西
東
京
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
国
や
都
と
協

力
し
、
被
災
地
の
支
援
や
復
興
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。西

東
京
市
議
会
議
員
一
同

議決結果（議案、請願、陳情）、意見書、お知らせ、会派別名簿、会議録の公開予定、編集後記

請
願
・
陳
情
の
結
果

（　

）
は
付
託
委
員
会

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

今
定
例
会
で

　　　　
可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の

　　　　　　　　　　
お
知
ら
せ

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成28年5月15日　 発行 第69号 （10）

西東京市

古紙配合率70％
再生紙を使用

お問い合わせ 市議会ホームページ議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 　　042-460-9860
傍聴等について 議会事務局議事係 　　042-460-9861 http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

gikai@city.nishitokyo.lg.jp


